
AI

様式１

大学等名 名桜大学

プログラム名

① 対象となる学部・学科名称 ② 教育プログラムの修了要件

③ 修了要件

全学科において、「数理・データサイエンス・AI入門（2単位）」の1科目2単位を取得すること。なお、本科目は、人間健康
学部健康情報学科において必修科目であり、国際学部（国際文化学科、国際観光産業学科）及び人間健康学部（ス
ポーツ健康学科、看護学科）においては、選択必修科目である。

2 単位 履修必須の有無

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが
自らの生活と密接に結びついている」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

2 ○ ○ ○

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する
有用なツールになり得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

2 ○ ○ ○

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、イ
ンフラ、公共、ヘルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

2 ○ ○ ○

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報
漏洩等、データを守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

2 ○ ○ ○

必要最低単位数

名桜大学データサイエンス教育プログラム

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違しない

令和７年度までに履修必須とする計画

数理・データサイエンス・AI入門

数理・データサイエンス・AI入門

数理・データサイエンス・AI入門

数理・データサイエンス・AI入門

人間健康学部健康情報学科

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2
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科目番号 科 目 名 
アカデミックスキル特別講義（数

理・データサイエンス・AI入門） 
担当教員 

佐久本功達、中里収、ピーター・アラスーン、天願健、

上門要、立津慶幸、島康貴 

 科目名（英語） Introduction to Math, Data Science, and AI E-mail 

k.sakumoto@meio-u.ac.jp, 

s.nakazato@meio-u.ac.jp, peter@meio-u.ac.jp, 
tengant@meio-u.ac.jp, uejo@meio-u.ac.jp, 

y.tatetsu@meio-u.ac.jp, y.shima@meio-u.ac.jp 

単位数 受講年次 開講予定学期 登録予定人数 研究室 オフィスアワー 

2 1 前学期 30 
研究室313,408,または 

数理学習センター 
月曜日2限、木曜日1限 

１．授業の概要 

インターネット、コンピュータ、スマートフォンの普及により、誰でもデータを取得・提供できる現代社会では、データを活用するスキルが

多岐に渡る分野で求められている。 

 本講義では、データの背後に隠れた傾向や法則を導き出すためのデータサイエンスの基礎的な内容をオンデマンド中心に学習してもらい、

配布課題の実施を通して理解度を深めることで、情報を適切に活用する技術の習得を目指す。 

※本講義は初回を除き、オンデマンドによる講義である。 

 

 

２． 到達目標 

○AI・データサイエンスの必要性を説明できる 

○社会で活用されているデータ・AI活用の事例を例示できる 

○どのような思考方法でデータを扱うか説明できる 

○データ・AIを扱う上での留意事項を説明できる 

 

 

３．授業の計画と内容 

第1回 ガイダンス、データサイエンスとは  

講義のガイダンスを実施する。データサイエンスとは何か、データサイエンスが重要視されている背景について説明し、データ活用を支援

するデジタル技術のキーワード(ビッグデータ、IoT、AI)等を紹介する。 

 

第2回 社会で起きている変化  

近年の市場の大きな変化を紹介するとともに、日本国内の現状(企業の国際競争力低下、人口推移)についても触れ、データを活用した社会

実装(Society5.0)のアイディアと関連分野の具体例を紹介する。 

 

第3回 社会で活用されているデータ  

社会で活用されているデータの例を取り上げながら、統計との関連性について述べる。データの分類(1次データ／2次データ、外部データ

／内部データ、構造化／準構造化／非構造化データ)を説明する。また、オープンデータを活用した国内外の実例についても紹介する。 

 

第4回 データ・AIの活用領域 

AIの定義について説明し、AIが今日に至るまでどのような発展を遂げてきたかに関する歴史を紹介する。 

そして、AI活用が進んでいる業種の事例をいくつか挙げ、人間の創造活動領域に関連するAI研究についても触れる。 

 

第5回 データ・AI利活用のための技術 

認識技術(画像認識技術、文字認識技術、音声認識技術、顔認証技術)を紹介し、この技術を支えるAI・機械学習の概要を説明する。現在の

AIが抱える課題・難問の例を挙げるとともに、今後AIの発展が社会にもたらす影響を考える。 

 

第6回 データ活用とは 

データと情報の関連性を明確にしながら、データの定義を説明する。データを実際に活用するためには、モデルの構築・分析が必要である

が、いくつか具体例を紹介しながら、データから価値を生みだすための「課題発見」と「解決策検討」について説明する。 

 

第7回 データ・AI利活用の現場  

製造業・小売業・サービス業・公共・インフラ業におけるデータ・AI活用方法を、国内外の企業の取り組みから紹介する。データ・AI活用

により広がりを見せるシェアリングエコノミー、DtoC（Direct to Consumer）、スマートシティについても説明する。 

 

第8回 データ・AI利活用の最新動向データ・AIを活用した新しいビジネスの紹介と、その関連技術について説明する。更に、AIを活用

したグローバスタートアップから、近年、新ビジネスが生まれやすい社会背景について述べる。 



 第9回 データを読む（１） 

データの種類(量的変数と質的変数、尺度、離散変数と連続変数)について説明し、統計的なデータの取り扱いについて学習する。データの

前処理についても学び、実際に収集したデータを活用するための実践的なスキルを身につける。 

 

第10回 データを読む（２）  

データ分析で注意すべき相関と因果の内容について説明する。また、データ収集で考慮すべき「母集団と抽出」の重要性を述べた後、正し

いデータの味方について紹介する。 

 

第11回 データを説明する 

データを分かりやすく理解するためのツールであるグラフ(棒グラフ、円グラフ、レーダーチャート、折れ線グラフ、面グラフ、散布図、ヒ

ートマップ)の基本について説明し、優れたデータ可視化事例を紹介することでデータ表現力を養う。 

 

第12回 データを扱う 

4つの演習を通し、「目的の明確化」、「計画の立案」、「分析の実施」、「結果の解釈と施策立案」、「実施と検証」のデータ分析プロセスを体験

する。 

 

第13回 データ・AIを扱う上での留意事項（１） 

「ELSI」、「データに関する不正行為」、「個人情報の保護」について学習し、データ・AIを取り扱う上で留意すべき点を身につける。 

 

第14回 データ・AIを扱う上での留意事項（２） 

データ収集・分析におけるバイアス・注意点を把握することで、データが完全なものではないことを理解し、データを実際に取り扱うマナ

ーを身につける。また、社会実装が進んでいるAIに対する倫理および「人間中心のAI社会原則」について考える。 

 

第15回 データを守る上での留意事項とまとめ、今後に向けた学習について 

データを取り巻く環境(セキュリティ、コンピュータウイルス、認証技術)について学び、情報リテラシーの向上を目指す。本講義のまとめ

を行う。 

 

 

４．テキスト・参考文献 

指定のe-Learning教材を活用し、全てオンライン上で学習する。 

動画コンテンツを視聴し、途中でメモを取り、分からない用語を調べながら学習する。また、週ごとに用意されている小テストを受け、満

点をとること。 

 

 

５．準備学習 

 本講義は集中講義であるため、各自e-Learning教材を十分に活用し、自身の修学効果を高めること。 

 

 

６．成績評価の方法 

課題テスト60点、エクセル課題40点（各10点） 

※課題はすべて提出すること。一つでも課題の未提出がある場合は「不可」とする。 

 

 

７．履修の条件 

特になし 

 

 

８．その他 

全ての回において、自身で学習スケジュールを管理すること。また、オンデマンド動画の内容及び各課題について質問がある場合は、担当

教員数名体制でフォローアップの担当を配置するので、適宜、事前連絡のうえで必要に応じてアドバイスをうけること。 

 

 

 



科目番号 科 目 名 
アカデミックスキル特別講義（数

理・データサイエンス・AI入門） 
担当教員 佐久本功達、中里収、立津慶幸、島康貴 

 科目名（英語） Introduction to Math, Data Science, and AI E-mail 

k.sakumoto@meio-u.ac.jp, 

s.nakazato@meio-u.ac.jp,y.tatetsu@meio-u.ac.

jp, y.shima@meio-u.ac.jp 

単位数 受講年次 開講予定学期 登録予定人数 研究室 オフィスアワー 

2 1 後学期 30 
研究室313,408,または 

数理学習センター 
月曜日2限、木曜日1限 

１．授業の概要 

インターネット、コンピュータ、スマートフォンの普及により、誰でもデータを取得・提供できる現代社会では、データを活用するスキルが

多岐に渡る分野で求められている。 

 本講義では、データの背後に隠れた傾向や法則を導き出すためのデータサイエンスの基礎的な内容をオンデマンド中心に学習してもらい、

配布課題の実施を通して理解度を深めることで、情報を適切に活用する技術の習得を目指す。 

※本講義は初回を除き、オンデマンドによる講義である。 

 

 

２． 到達目標 

○AI・データサイエンスの必要性を説明できる 

○社会で活用されているデータ・AI活用の事例を例示できる 

○どのような思考方法でデータを扱うか説明できる 

○データ・AIを扱う上での留意事項を説明できる 

 

 

３．授業の計画と内容 

第1回 ガイダンス（ツールの使い方及び履修の進め方について）、データサイエンスとは  

講義のガイダンスを実施する。データサイエンスとは何か、データサイエンスが重要視されている背景について説明し、データ活用を支援

するデジタル技術のキーワード(ビッグデータ、IoT、AI)等を紹介する。 

 

第2回 社会で起きている変化 

近年の市場の大きな変化を紹介するとともに、日本国内の現状(企業の国際競争力低下、人口推移)についても触れ、データを活用した社会

実装(Society5.0)のアイディアと関連分野の具体例を紹介する。 

 

第3回 社会で活用されているデータ 

社会で活用されているデータの例を取り上げながら、統計との関連性について述べる。データの分類(1次データ／2次データ、外部データ

／内部データ、構造化／準構造化／非構造化データ)を説明する。また、オープンデータを活用した国内外の実例についても紹介する。 

 

第4回 データ・AIの活用領域  

AIの定義について説明し、AIが今日に至るまでどのような発展を遂げてきたかに関する歴史を紹介する。 

そして、AI活用が進んでいる業種の事例をいくつか挙げ、人間の創造活動領域に関連するAI研究についても触れる。 

 

第5回 データ・AI利活用のための技術 

認識技術(画像認識技術、文字認識技術、音声認識技術、顔認証技術)を紹介し、この技術を支えるAI・機械学習の概要を説明する。現在の

AIが抱える課題・難問の例を挙げるとともに、今後AIの発展が社会にもたらす影響を考える。 

 

第6回 データ活用とは 

データと情報の関連性を明確にしながら、データの定義を説明する。データを実際に活用するためには、モデルの構築・分析が必要である

が、いくつか具体例を紹介しながら、データから価値を生みだすための「課題発見」と「解決策検討」について説明する。 

 

第7回 データ・AI利活用の現場 

製造業・小売業・サービス業・公共・インフラ業におけるデータ・AI活用方法を、国内外の企業の取り組みから紹介する。データ・AI活用

により広がりを見せるシェアリングエコノミー、DtoC（Direct to Consumer）、スマートシティについても説明する。 

 

第8回 データ・AI利活用の最新動向 

データ・AIを活用した新しいビジネスの紹介と、その関連技術について説明する。更に、AIを活用したグローバスタートアップから、近年、

新ビジネスが生まれやすい社会背景について述べる。 



 第9回 データを読む（１） 

データの種類(量的変数と質的変数、尺度、離散変数と連続変数)について説明し、統計的なデータの取り扱いについて学習する。データの

前処理についても学び、実際に収集したデータを活用するための実践的なスキルを身につける。 

 

第10回 データを読む（２）  

データ分析で注意すべき相関と因果の内容について説明する。また、データ収集で考慮すべき「母集団と抽出」の重要性を述べた後、正し

いデータの味方について紹介する。 

 

第11回 データを説明する 

データを分かりやすく理解するためのツールであるグラフ(棒グラフ、円グラフ、レーダーチャート、折れ線グラフ、面グラフ、散布図、ヒ

ートマップ)の基本について説明し、優れたデータ可視化事例を紹介することでデータ表現力を養う。 

 

第12回 データを扱う 

4つの演習を通し、「目的の明確化」、「計画の立案」、「分析の実施」、「結果の解釈と施策立案」、「実施と検証」のデータ分析プロセスを体験

する。 

 

第13回 データ・AIを扱う上での留意事項（１） 

「ELSI」、「データに関する不正行為」、「個人情報の保護」について学習し、データ・AIを取り扱う上で留意すべき点を身につける。 

 

第14回 データ・AIを扱う上での留意事項（２） 

データ収集・分析におけるバイアス・注意点を把握することで、データが完全なものではないことを理解し、データを実際に取り扱うマナ

ーを身につける。また、社会実装が進んでいるAIに対する倫理および「人間中心のAI社会原則」について考える。 

 

第15回 データを守る上での留意事項とまとめ、今後に向けた学習について 

データを取り巻く環境(セキュリティ、コンピュータウイルス、認証技術)について学び、情報リテラシーの向上を目指す。本講義のまとめ

を行う。 

 

 

４．テキスト・参考文献 

指定のe-Learning教材を活用し、全てオンライン上で学習する。 

動画コンテンツを視聴し、途中でメモを取り、分からない用語を調べながら学習する。また、週ごとに用意されている小テストを受け、満

点をとること。 

 

 

５．準備学習 

 本講義は集中講義であるため、各自e-Learning教材を十分に活用し、自身の修学効果を高めること。 

 

 

６．成績評価の方法 

課題テスト60点、エクセル課題40点（各10点） 

※課題はすべて提出すること。一つでも課題の未提出がある場合は「不可」とする。 

 

 

７．履修の条件 

特になし 

 

 

８．その他 

全ての回において、自身で学習スケジュールを管理すること。また、オンデマンド動画の内容及び各課題について質問がある場合は、数理

学習センターのチュータリングを活用し、適宜アドバイスを得ること。そのほか、履修を遂行する上で問題が生じた場合は、担当教員へ問

い合わせること。 

 

2022後期用_受講申し込みフォーム（定員30名を超える場合は抽選となります） 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdBk8AmbkUFHvvRoX28WPgsBqrkf_TE-Aq2bwjYconzRUQ9jw/viewform?usp=sf_link 

 

 

登録申込期間    ：2022年11月1日（火）〜 2022年11月30日（水） 

オンデマンド講義期間：2022年12月8日（木）〜 2023年2月7日（火）＊冬季休暇期間含む約2ヶ月間 
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１ 科目一  

科目 

 
科目 

 
科  目   

受講

年次 

単位数 授業  

履修 科目  
必修  自  講義  

実験 

実  

科
目 

101  １        

102  １        

103 ・  １        

104 イ  １        

105 イ  １        

106 講義 １        

 
・必修科目を め、 単位 を修得すること。 

科
目 

101 大 学 と  １        

102 イ イ 講 義 １        

203 イ          

204 学          

 
・必修科目を め、 単位 修得すること。 

科
目 

101 間 と  １        

102 と  １        

103 科 学 入  １        

104 学 １        

105  １        

106 と 講 義 １        

 
・ 単位 を修得すること。 

科
目 

101 学 １        

102 の 自  １        

103 の  １        

104 講 義 １        

 
・ 単位 を修得すること。 

科
目 

101 実  １  １      

102 実  １  １      

103 ・ 科 学 １        

104 講 義 １        

105 実  １  １      

 
・ 単位 を修得すること。 

 

  

科目一 科目から 科目まで  



－ 88－ － 89－

 

 

科目 

 
科目 

 
科  目   

受講

年次 

単位数 授業  

履修 科目  
必修  自  講義  

実験 

実  

科
目 

101 ・イ  １        

102 イ ・  １        

103 ド イ  １        

104 ド イ  １       ドイ  

105  １        

106  １        

107 イ  １        

108 イ  １       イ  

109 ガ  １        

110 ガ  １       ガ  

111  １        

112  １        

113  １        

114  １        

115 イ  １        

116 イ  １       イ  

117 講 義  １        

118 講 義  １        

218          

219 ・イ          

220 ・イ          

221          

222          

 

・必修科目を め１ 単位 修得すること。 

・ 学 を する学 は、 の の 科目４単位 を履修しなけ

れ ならない。 

・ 、情報 、 情報 、 業 を する は、 を めて、 の

科目４単位 を履修すること。 

科
目 

101 学 入  １        

102  １        

103 と  １        

104 と  １        

105  １        

106  １        

107 講 義 １        

 
・４単位 修得すること。 

科
学
科
目 

101 の と  １        

102 の と  １        

103 学 １        

104 心 学 １        

105 学 １        

106 学 １        

107  １        

108 学 １        

109 科 学 講 義 １        

 ・４単位 修得すること。 

Ⅴ  

履
修
計
画
の
作
成
と
登
録
制
度



－ 90－
 

 

 

 
科目 

 
科  目   

受講

年次 

単位数 授業  

履修 科目  
必修  自  講義  

実験 

実  

科
学
科
目 

101 法 学 １        

102 法 １        

103 学 １        

104 学 １        

105 学 １        

106 学 １        

107 学 １        

108 科 学 講 義 １        

 
・４単位 修得すること。 

科
学
科
目 

自101 数 学 １        

自102 計 学 １        

自103 学 １        

自104 学 １        

自105 学 １        

自106 学 １        

自107 情 報 科 学 と  １        

自108 自 科 学 講 義 １        

 
・４単位 修得すること。 

 

  



－ 90－ － 91－

 

 

 

留学 科目 科目  

 
科目 

 
科  目   

受講

年次 

単位数 授業  

履修 科目  
必修  自  講義  

実験 

実  

 

101 合  １        

102  １        

103 読  １        

104 作  １        

105 法  １        

106  １        

107 読  １        

108 作  １        

109 法  １        

110 ・  １        

111 ・  １        

112 ・ 読  １        

113 ・ 作  １        

114 ・ 作  １        

115 ・ 法  １        

116 留学 のための イ  １        

117  １        

118 情  １        

119 情  １        

120 情  １        

121 情  １        

 

・ 留学 科目 

・ 留学 は、 ・イ 単位 、イ ・ 単位 の わ に 留

学 科目を履修してもよい。ただし、 単位 は必ず履修しなけれ ならないので、 すること。 

・ 試験 JLPT の合格 で、 または 情の履修を しない留学 は、 任と のう 、 の

履修計画を立てることも で る。 

 

  

Ⅴ  

履
修
計
画
の
作
成
と
登
録
制
度



－ 92－
 

 

  科目一  

 
科目 

 
科  目   

受講 

年次 

単位数 授業  

履修 科目  
必修  自  講義  

実験 

実  

専
門
教
育
科
目 

学
類
共
通
専
門
教
育
科
目 

科
学

科
目 

101  １        

102 入  １        

201          

202 学         

204 間          

206          

 
・ が めた必修を めて 単位 修得すること。 

科
学

科
目 

101 計 学 １        

102 学  １        

203 方 法          

204 法         

205 情 報          

206          

207 心 学         

 
・ が めた必修を めて 単位 修得すること。 

科
学

科
目 

自101  １       情報科学と  

自202 情 報          

自203 情 報          

自204 自          

自205 の 記          

自206          

自207 情 報 と 業         

 
・ 単位 修得すること。 

学

科
目 

101 学 講 義 １        

202   １      １ 

203 学    １     １ 

204    １     １ 

205 
情 報  

 
  １    

 １ 

206 
情 報  

 
  １    

 １ 

207 業    １     １ 

301          

304          

401  ４        

404  ４        

 

・ １ は、 する の を めて 単位 修得すること。 

・「 」 「 」の履修は、 単位 の単位を修得した に る。 

・必修 単位 、 １単位 、計１ 単位 修得すること。 

 

  



－ 92－ － 93－ 

 

 
科目 

 
科  目   

受講 

年次 

単位数 授業  

履修 科目  
必修  自  講義  

実験 

実  

専
門
教
育
科
目 

専

専
門
教
育
科
目 

科
学

科
目 

108  １        

109  １        

210          

212 の          

216          

219          

223 学          

224          

227 の と    ４      

233 の 学         

244 
入  

     
  

 

245 の          

246 の          

262 の          

263 の          

247 講義          

248 講義          

250 講 読         

253 の          

258 の          

259 の          

315 
 

     
  

 

354 と          

355 の          

356          

357 実   ４       

358 の          

361 の 学         

371          

374 の          

科
学

科
目 

229          

243          

244          

363 の と          

248          

249          
自 科

学 

科目 
自104  １        

 
 

 

  

Ⅴ  

履
修
計
画
の
作
成
と
登
録
制
度



－ 94－

 

 

 学  科目一  

 
科目 

 
科  目   

受講 

年次 

単位数 授業  

履修 科目  
必修  自  講義  

実験 

実  

専
門
教
育
科
目 

学
類
共
通
専
門
教
育
科
目 

科
学

科
目 

101  １        

102 入  １        

201          

202 学         

204 間          

206          

 
・ 単位 修得すること。 

科
学

科
目 

101 計 学 １        

102 学  １        

203 方 法          

204 法         

205 情 報          

206          

207 心 学         

 
・ 単位 修得すること。 

科
学

科
目 

自101  １       情報科学と  

自202 情 報          

自203 情 報          

自204 自          

自205 の 記          

自206          

自207 情 報 と 業         

 
・ 単位 修得すること。 

学

科
目 

101 学 講 義 １        

202    １     １ 

203 学   １      １ 

204    １     １ 

205 
情 報  

 
  １    

 １ 

206 
情 報  

 
  １    

 １ 

207 業    １     １ 

301          

304          

401  ４        

404  ４        

 

・ １ は、 する の を めて 単位 修得すること。 

・「 」 「 」の履修は、 単位 の単位を修得した に る。 

・必修 単位 、 １単位 、計１ 単位 修得すること。 

 

  



－ 94－ － 95－ 

 

 
科目 

 
科  目   

受講 

年次 

単位数 授業  

履修 科目  
必修  自  講義  

実験 

実  

専
門
教
育
科
目 

専

専
門
教
育
科
目 

科
学

科
目 

102 講 読 １        

103 書 ・ 書  １        

104  １        

105 
 

１     
  

 

106 講 読 １        

107 作  １        

110 と 学 １        

210          

213          

214          

215 
 

     
  

 

216          

220 学          

221 学          

223 学          

224          

226          

228 学         

229 法         

230 イ 学         

233 の 学         

234          

235 
 

     
  

 

236 講 読         

237 作          

238          

239 
 

     
  

 

240 講 読        講読 

241 作         作  

249 学 講義          

260 学 講義          

254 学          

255 学          

256 学          

257 学          

261 学          

356          

357 実    ４      

359 学          

360 学         

364 法         

365 書 講 読         

366 学 授          

369 授 法         

Ⅴ  

履
修
計
画
の
作
成
と
登
録
制
度



－ 96－ 

 

 
科目 

 
科  目   

受講 

年次 

単位数 授業  

履修 科目  
必修  自  講義  

実験 

実  

370          

371          

372 学          

373 学          

375 
・ 

イ  
     

  
 

376 実          

 
・  本語教育実践 習は、 本語学 論 本 語史 現 本語論 本語教授法 の成 が 上で

ある のみ 修を める。 

 



－ 96－ － 97－

 

 

４  科目一  

 
科目 

 
科  目   

受講 

年次 

単位数 授業  

履修 科目  
必修  自  講義  

実験 

実  

専
門
教
育
科
目 

学
類
共
通
専
門
教
育
科
目 

科
学

科
目 

101  １        

102 入  １        

201          

202 学         

204 間          

206          

 
・ 単位 修得すること。 

科
学

科
目 

101 計 学 １        

102 学  １        

203 方 法          

204 法         

205 情 報          

206          

207 心 学         

 
・ 単位 修得すること。 

科
学

科
目 

自101  １       情報科学と  

自202 情 報          

自203 情 報          

自204 自          

自205 の 記          

自206          

自207 情 報 と 業         

 
・ 単位 修得すること。 

学

科
目 

101 学 講義 １        

202    １     １ 

203 学    １     １ 

204   １      １ 

205 
情報  

 
  １    

 １ 

206 
情 報  

 
  １    

 １ 

207 業    １     １ 

302 情報          

305 情報          

402 情報  ４       情報  

405 情報  ４       情報  

 
・ １ は、 する の を めて 単位 修得すること。 

・「 情報 」 「 情報 」の履修は、 単位 の単位を修得した に る。 

・必修 単位 、 １単位 、計１ 単位 修得すること。 

 

  

Ⅴ  

履
修
計
画
の
作
成
と
登
録
制
度



－ 98－ 

 

 
科目 

 
科  目   

受講 

年次 

単位数 授業  

履修 科目  
必修  自  講義  

実験 

実  

専
門
教
育
科
目 

専

専
門
教
育
科
目 

科
学

科
目 

101 法 と  １        

102 記  １ ４       

103 記 １  ４     記  

104 学  １        

105 学 １        

106 学 １        

211 法         

212 行 法         

214 学         

217          

219          

222 業          

223 計         記  

224          

225          

226 計 学         記  

232          

233          

234          

235 講 義          

246 講 義          

238          

239 の 心 学         

336 資          

242 方 自          

245 場          

341          

347 ・          

348 業 情 報          

350          

364 心 学         

365 
 

     
  

 

366 
の

心 学 
     

  
 

368          

    
 

 

  



－ 98－ － 99－

 

 

 情報  科目一  

 
科目 

 
科  目   

受講 

年次 

単位数 授業  

履修 科目  
必修  自  講義  

実験 

実  

専
門
教
育
科
目 

学
類
共
通
専
門
教
育
科
目 

科
学

科
目 

101  １        

102 入  １        

201          

202 学         

204 間          

206          

 
・ 単位 修得すること。 

科
学

科
目 

101 計 学 １        

102 学  １        

203 方 法          

204 法         

205 情 報          

206          

207 心 学         

 
・ が めた必修を めて 単位 修得すること。 

科
学

科
目 

自101  １       情報科学と  

自202 情 報          

自203 情 報          

自204 自          

自205 の 記          

自206          

自207 情 報 と 業         

 
・ が めた必修を めて 単位 修得すること。 

学

科
目 

101 学 講義 １        

202    １     １ 

203 学    １     １ 

204    １     １ 

205 
情報  

 
 １    

  １ 

206 
情 報  

 
  １   

  １ 

207 業    １     １ 

302 情報          

305 情報          

402 情報  ４       情報  

405 情報  ４       情報  

 

・ １ は、 する の を めて 単位 修得すること。 

・「 情報 」 「 情報 」の履修は、 単位 の単位を修得した に る。 

・必修 単位 、 １単位 、計１ 単位 修得すること。 

 

  

Ⅴ  

履
修
計
画
の
作
成
と
登
録
制
度



－ 100－ 

 

 
科目 

 
科  目   

受講 

年次 

単位数 授業  

履修 科目  
必修  自  講義  

実験 

実  

専
門
教
育
科
目 

専

専
門
教
育
科
目 

科
学

科
目 

365 書 講 読         

 
 

 

科
学

科
目 

234          

235 講 義          

246 講 義          

239 の 心 学         

247 
情 報 イ  

 
        

348 業 情 報          

370 
情 報 イ  

 
        

 
・  修を受けていること、もしくは実 に必要な を身につけていると認められる に

る。 

科
学

科
目 

自101 入  １        

自102 
・ 

 
１        

自103 イ  １       
・

 

自104  １        

自119 入  １       
・

 

自225          

自226 
の と

用 
        

自227         
入  

４ 

自228    ４     
 

自229         ４ 

自230          

自231 実          

自232          

自233          

自234 実         イ  

自247 
情 報  

講 義  
      

 
 

自248 
情 報  

講 義  
      

 
 

自353 計          

自354          

 

・ 「 」は、「 」と 時に履修することが ましい。 

・ ４「 」は、「 」と 時に履修することが ましい。 

 

  



－ 100－ － 101 －

 

 

 情報  科目一  

 
科目 

 
科  目   

受講 

年次 

単位数 授業  

履修 科目  
必修  自  講義  

実験 

実  

専
門
教
育
科
目 

学
類
共
通
専
門
教
育
科
目 

科
学

科
目 

101  １        

102 入  １        

201          

202 学         

204 間          

206          

 
・ 単位 修得すること。 

科
学

科
目 

101 計 学 １        

102 学  １        

203 方 法          

204 法         

205 情 報          

206          

207 心 学         

 
・ が めた必修を めて 単位 修得すること。 

科
学

科
目 

自101  １       情報科学と  

自202 情 報          

自203 情 報          

自204 自          

自205 の 記          

自206          

自207 情 報 と 業         

 
・ が めた必修を めて 単位 修得すること。 

学

科
目 

101 学 講 義 １        

202    １     １ 

203 学    １     １ 

204    １     １ 

205 
情 報  

 
  １    

 １ 

206 
情 報  

 
 １     

 １ 

207 業    １     １ 

302 情報          

305 情報          

402 情報  ４       情報  

405 情報  ４       情報  

 

・ １ は、 する の を めて 単位 修得すること。 

・「 情報 」 「 情報 」の履修は、 単位 の単位を修得した に る。 

・必修 単位 、 １単位 、計１ 単位 修得すること。 

 

  

Ⅴ  

履
修
計
画
の
作
成
と
登
録
制
度



－ 102－ 

 

 
科目 

 
科  目   

受講 

年次 

単位数 授業  

履修 科目  
必修  自  講義  

実験 

実  

専
門
教
育
科
目 

専

専
門
教
育
科
目 

科
学

科
目 

102 記  １  ４      

104 学  １        

223 計         記  

225          

226 計 学         記  

248 実   １       

348 業 情 報          

350          

371 実   １       

372 実   ４      実 、 実  

 
・ 「 実 」の履修は、 単位 の単位を修得した に る。 

科
学

科
目 

自101 
 

入  
１      

 
 

自103 イ  １       ・  

自105 情報  １        

自106 
・

用  
１      

 
 

自107 
 

学  
１      

 
 

自108 学 各  １      
 ・ 用  

学  

自109  １        

自110 各  １        

自111 情 報 学 １        

自119 入  １       ・  

自249 計 学        計学 

自222 
情 報  

講 義  
      

 
 

自250 
情 報  

講 義  
      

 
 

自227 
 

 
      

 入  

 

自229          

自230          

自235 学 各        
 ・ 用  

学  

自236 学 各        
 ・ 用  

学  

自237 学 各        
 ・ 用  

学  

自238 情報        
 ・ 用  

学  

自239 計         情報  

自355 計         計  

 
・ 「 」と「 」は 時履修することが ましい。 

 

  



－ 102－ － 103 －

 

 

 業  科目一  

 
科目 

 
科  目   

受講 

年次 

単位数 授業  
履修 科目  

必修  自  講義  
実験 

実  

専
門
教
育
科
目 

学
類
共
通
専
門
教
育
科
目 

科
学

科
目 

101  １        

102 入  １        

201          

202 学         

204 間          

206          

 
・ 単位 修得すること。 

科
学

科
目 

101 計 学 １        

102 学  １        

203 方 法          

204 法         

205 情 報          

206          

207 心 学         

 
・ が めた必修を めて 単位 修得すること。 

科
学

科
目 

自101  １       情報科学と  

自202 情 報          

自203 情 報          

自204 自          

自205 の 記          

自206          

自207 情 報 と 業         

 
・ 単位 修得すること。 

学

科
目 

101 学 講 義 １        

202    １     １ 

203 学    １     １ 

204    １     １ 

205 
情 報  

 
  １    

 １ 

206 
情 報  

 
  １    

 １ 

207 業   １      １ 

303 業          

306 業          

403 業  ４       業  

406 業  ４       業  

 

・ １ は、 する の を めて 単位 修得すること。 

・「 業 」 「 業 」の履修は、 単位 の単位を修得した に る。 

・必修 単位 、 １単位 、計１ 単位 修得すること。 

 

  

Ⅴ  

履
修
計
画
の
作
成
と
登
録
制
度



－ 104－

 

 

 
科目 

 
科  目   

受講 

年次 

単位数 授業  

履修 科目  
必修  自  講義  

実験 

実  

 

専
門
教
育
科
目 

専

専
門
教
育
科
目 

科
学

科
目 

217          

218          

242 実 用          

243 実 用         実用  

251 実 用         、  

252 実 用         、  

365 書 講 読         

  

科
学

科
目 

107 業 講義  １        

108 業 講義  １        

109 学  １        

208 学         

209 
・ 

 
      

 
 

210 法          

213          

215          

216 行          

218 発          

220 法   ４      

221          

227 イ 業          

228          

230          

231 業          

236 学         

237 業          

240 行 業    ４      

241 行 業 法 と         行業  

338 業          

342          

343 学         

344 学         

345 発         発  

346 計 画    ４      

349 
 

 
  ４ 

 
 

  
 

351 実          

373 業  
イ  

 
 １     

 

374 業  
イ  

 
      

 

354 イ    ４      

356          

359          

360 
 

 
   

 
    

361 
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科目 

 
科  目   

受講 

年次 

単位数 授業  

履修 科目  
必修  自  講義  

実験 

実  

362 資          

367 学         

369 実          

375 心 学         

 
・ 「 業 イ 」、「 業 イ 」 「 イ 」の履修は、

単位 の単位を修得した に る。 

自112  １  １      

自113  １  １      

自114 イ  １  １      

自115  １        

自118  １        

自120 の とその  １        

自223 の と          

自224 自 学          

自240 手   １      

自241 業          

自242          

自245 法   ４      

自348          

自349          

自350 と          

自352 自 法   ４      
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健健康康情情報報学学科科  科科目目一一覧覧（（教教養養科科目目、、専専門門科科目目））  
教養科目（免許・資格との関連 ◎：必修 〇：必修選択） 

科

目

区

分 

科

目

番

号 

科

目

名 

受

講

年

次 

単位数 
履
修
前
提
科
目
等 

履
修
確
認
チ
ェ
ッ
ク
欄 

免許・資格 

必 
 

修 

選 
 

択 

高
等
学
校
教
諭
一
種

免
許
状
（
情
報
） 

診
療
情
報
管
理
士 

受

験

資

格 

社
会
福
祉
主
事
任
用

資

格 

共
通
コ
ア
科
目 

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル 

共ア 101 教養演習Ⅰ 1 2       

共ア 102 教養演習Ⅱ 1 2  教養演習Ⅰ     

共ア 103 コンピュータ・リテラシー 1 2    ◎   

共ア 104 数理・データサイエンス・AI 入門 1 2       

共ア 105 アカデミックライティングⅠ 1 2       

共ア 106 アカデミックライティングⅡ 1  2      

共ア 107 アカデミックスキル特別講義 1  2      

備 考 必修科目を含め、10 単位以上修得すること。 

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン 

共ラ 101 大学と人生 1 2       

共ラ 102 ライフデザイン特別講義 1  2      

共ラ 201 キャリアデザイン 2  2      

共ラ 202 プロジェクト学習 2  2      

備 考 必修科目を含め、2 単位以上修得すること。 

思
想
と
論
理 

共思 101 人間と環境 1  2      

共思 102 生命と倫理 1  2      

共思 103 科学入門 1  2      

共思 104 論理学 1  2      

共思 105 現代思想 1  2      

共思 106 思想と論理特別講義 1  2      

備 考 2 単位以上修得すること。 

沖
縄
理
解 

共沖 101 沖縄学 1  2      

共沖 102 沖縄の自然 1  2      

共沖 103 沖縄の言語 1  2      

共沖 104 沖縄理解特別講義 1  2      

備 考 2 単位以上修得すること。 

健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
目 

共健 101 体育実技Ⅰ 1  1   ◎   

共健 102 体育実技Ⅱ 1  1   ◎   

共健 103 健康・スポーツ科学 1  2      

共健 104 健康スポーツ特別講義 1  2      

共健 105 健康スポーツ特別実技 1  1      

備 考 2 単位以上修得すること。 

健康情報学科 科目一覧（教養科目、専門科目）
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科

目

区

分 

科

目

番

号 

科

目

名 

受

講

年

次 

単位数 履
修
前
提
科
目
等 

履
修
確
認
チ
ェ
ッ
ク
欄 

免許・資格 

必 
 

修 

選 
 

択 

高
等
学
校
教
諭
一
種

免
許
状
（
情
報
） 

診
療
情
報
管
理
士 

受
験
資
格 

社
会
福
祉
主
事
任
用

資

格 

共
通
選
択
科
目 

語 

共 101 ーシック・イングリッシュ 1 2    〇   

共 102 ・  1 2    〇   

共 103 イツ語Ⅰ 1  2      

共 104 イツ語Ⅱ 1  2 イツ語Ⅰ     

共 105 フランス語Ⅰ 1  2      

共 106 フランス語Ⅱ 1  2 フランス語Ⅰ     

共 107 ス イン語Ⅰ 1  2      

共 108 ス イン語Ⅱ 1  2 ス イン語Ⅰ     

共 109 ポルト ル語Ⅰ 1  2      

共 110 ポルト ル語Ⅱ 1  2 ポルト ル語Ⅰ     

共 111 語Ⅰ 1  2      

共 112 語Ⅱ 1  2 語Ⅰ     

共 113 語Ⅰ 1  2      

共 114 語Ⅱ 1  2 語Ⅰ     

共 115 タイ語Ⅰ 1  2      

共 116 タイ語Ⅱ 1  2 タイ語Ⅰ     

共 117 語特別講義Ⅰ 1  2      

共 118 語特別講義Ⅱ 1  2      

共 201 アカデミック 語  2 2       

共 202 Ⅰ 2  2      

共 203 Ⅱ 2  2      

共 204 ジ ス 語Ⅰ 2  2      

共 205 ジ ス 語Ⅱ 2  2      

備 考 必修科目を含め、6 単位以上修得すること。 

理
解 

共 101 学入門 1  2      

共 102 論 1  2      

共 103 社会と  1  2      

共 104 人 と  1  2      

共 105 コミュ ーシ ン論 1  2      

共 106 スタディツアー 1  2      

共 107 理解特別講義 1  2      

備 考 2 単位以上修得すること。 
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科

目

区

分 

科

目

番

号 

科

目

名 

受

講

年

次 

単位数 
履
修
前
提
科
目
等 

履
修
確
認
チ
ェ
ッ
ク
欄 

免許・資格 

必 
 

修 

選 
 

択 

高
等
学
校
教
諭
一
種

免
許
状
（
情
報
） 

診
療
情
報
管
理
士 

受

験

資

格 
社
会
福
祉
主
事
任
用

資

格 

共
通
選
択
科
目 

人

科
学 

共人 101 の と  1  2      

共人 102 の と  1  2      

共人 103 学 1  2      

共人 104 理学 1  2     〇 

共人 105 学 1  2      

共人 106 教育学 1  2     〇 

共人 107 ュー ン アリング 1  2      

共人 108 学 1  2      

共人 109 人 科学特別講義 1  2      

備 考 2 単位以上修得すること。 

社
会
科
学 

共社 101 学 1  2     〇 

共社 102  1  2   ◎   

共社 103 学 1  2      

共社 104 学 1  2     〇 

共社 105 学 1  2      

共社 106 社会学 1  2     〇 

共社 107 人 理学 1  2      

共社 108 社会科学特別講義 1  2      

備 考 2 単位以上修得すること。 

自
然
科
学 

共自 101 数学 1  2      

共自 102 学 1  2      

共自 103 理学 1  2      

共自 104 学 1  2      

共自 105 生 学 1  2      

共自 106 学 1  2      

共自 107 情報科学と社会 1 2    ◎   

共自 108 自然科学特別講義 1  2      

備 考 

必修科目を含め、2 単位以上修得すること。 

 健康情報学科の学生 、教養科目の 数学 と 学 履修 。専門 教育科目の 健康情

報数学Ⅰ と 健康情報 Ⅰ の履修 必 す。 
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専門科目（免許・資格との関連 ◎：必修 〇：必修選択） 

科

目

区

分 

科

目

番

号 

科

目

名 

受

講

年

次 

単位数 履
修
前
提
科
目
等 

履
修
確
認
チ
ェ
ッ
ク
欄 

免許・資格 

必 
 

修 

選 
 

択 

高
等
学
校
教
諭
一

種
免
許
状
（
情
報
） 

診
療
情
報
管
理
士

受

験

資

格 

社
会
福
祉
主
事
任

用

資

格 

専
門

教
育
科
目 

数
学
・
情
報
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス 

情 101 健康情報数学 I 1 2       

情 102 健康情報 I 1 2       

情 103 データサイエンス 論 1 2  数理・データサイエンス・AI 入門     

情 104 コンピュータ 論 1 2  情報科学と社会  ◎   

情 105 プログラミング  1 2    ◎   

情 106 コンピュータ・グラフィックス 1  2   ◎   

情 201 データ ース  2  2   ◎   

情 202 ット ーク論 2  2   ◎   

健
・

療
・
福
祉 

情 107 エル ス 論 1 2       

情 108 療 論 人体 ・  1 2     ◎  

情 203 生学 2 2      〇 

情 109 療管理 論 1  2    ◎  

情 204 学 2  2      

情 205 養学 2  2     〇 

情 206 育と健康 2  2      

情 207 健 療情報学 2  2    ◎  

情 208 社会福祉 論 2  2     〇 

情 301 体 ・健康 と  3  2      

備 考 必修科目を含め、20 単位以上修得すること。 

専
門

科
目 

情
報
科
学 

情 201 情報 理論 2  2 コンピュータ 論  ◎   

情 301 システ 論 3  2 情報 理論  ◎   

情 202 プログラミング 用 2  2 プログラミング      

情 203 プログラミング 用演習 2  4 プログラミング 用     

情 204 アル リ 論 2  2   ◎   

情 302 データ ース演習 3  2 データ ース   〇   

情 205 データ 理入門 2  2 情報科学と社会     

情 206 情報 社会論 2  2 情報科学と社会  ◎   

情 303 インター ットと  3  2 情報 社会論     

情 207 ット ーク技 Ⅰ 2  2   〇   

情 304 ット ーク技 Ⅱ 3  2 ット ーク技 Ⅰ  〇   

情 208 ット ークの と 用 2  2 ット ーク論  ◎   

情 305 システ 技 （IoT） 3  2 ット ーク論     

情 209 ェ デザイン 2  2   〇   

情 210 ェ コンテンツ実  2  2 ェ デザイン     
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科

目

区

分 

科

目

番

号 

科

目

名 

受

講

年

次 

単位数 
履
修
前
提
科
目
等 

履
修
確
認
チ
ェ
ッ
ク
欄 

免許・資格 

必 
 

修 

選 
 

択 

高
等
学
校
教
諭
一
種

免
許
状
（
情
報
） 

診
療
情
報
管
理
士 

受

験

資

格 
社
会
福
祉
主
事
任
用

資

格 

専
門

科
目 

情
報
科
学 

情 211 情報と  2  2   ◎   

情 306 情報論 3  2 情報 理論  〇   

情 307 情報論 3  2      

情 308 情報 キュリティ 3  2      

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス 

情 212 健康情報 Ⅱ 2  2 健康情報 Ⅰ     

情 213 健康情報  2  2 健康情報 Ⅱ     

情 214 健康情報数学Ⅱ 2  2 健康情報数学Ⅰ     

情 215 健康情報数学  2  2 健康情報数学Ⅱ     

情 216 社会  2  2 健康情報 Ⅰ    〇 

情 217 AI・データサイエンス I 2  2 
データサイエンス 論、プログラミ

ング （ 履修 ） 
    

情 218 AI・データサイエンスⅡ 2  2 AI・データサイエンス I     

情 309 療・生命情報学Ⅰ 3  2 AI・データサイエンスⅡ     

情 310 療・生命情報学Ⅱ 3  2 療・生命情報学Ⅰ     

情 311 ターン認  3  2 AI・データサイエンスⅡ     

情 312 理 3  2 AI・データサイエンスⅡ     

情 313 自然言語 理 3  2 AI・データサイエンスⅡ     

情 314 人  3  2 AI・データサイエンスⅡ     

ル
ス
デ
ー
タ 

情 219 学 論 療用語 2  2    ◎  

情 220 学 論Ⅰ 2  2 
療 論 人体 ・ 、

学 論 療用語 
  ◎  

情 221 学 論Ⅱ 2  2 
療 論 人体 ・ 、

学 論 療用語 
  ◎ 

 

情 315 学 論  3  2 
療 論 人体 ・ 、

学 論 療用語 
  ◎ 

 

情 316 学 論  3  2 
療 論 人体 ・ 、

学 論 療用語 
  ◎ 

 

情 222 診療情報管理論Ⅰ 2  2 療管理 論   ◎  

情 223 診療情報管理論Ⅱ 2  2 療管理 論   ◎  

情 224 療管理 論 2  2 療管理 論   ◎  

情 225 分 Ⅰ 2  2 
療 論 人体 ・ 、

学 論 療用語 
  ◎ 

 

情 317 分 Ⅱ 3  2 分 Ⅰ   ◎  

情 226 健康 ックデータ 2  2      

 

Ⅶ　
専
門
教
育
健
康
情
報
学
科
に
つ
い
て

132



科

目

区

分 

科

目

番

号 

科

目

名 

受

講

年

次 

単位数 
履
修
前
提
科
目
等 

履
修
確
認
チ
ェ
ッ
ク
欄 

免許・資格 

必 
 

修 

選 
 

択 

高
等
学
校
教
諭
一
種

免
許
状
（
情
報
） 

診
療
情
報
管
理
士 

受

験

資

格 
社
会
福
祉
主
事
任
用

資

格 

専
門

科
目 

ル
ス
デ
ー
タ 

情 227 デジタル ルスコミュ ーシ ン 2  2     
 

情 318 デジタル ルステク ロジー 3  2      

情 319 デジタル ルスイ ーシ ン 3  2      

情 228 療 学 2  2 健康情報 Ⅰ   ◎  

備 考 30 単位以上修得すること。 

専
門

用
科
目 

情 229 社会 理学 2  2      

情 230 論 2  2      

情 231 ー ティング論 2  2      

情 320 ー ティング論 3  2 ー ティング論     

情 232 論 2  2      

情 110 理 1        

情 233 会 学 理 2  2      

情 321 分 論 4  2 理     

情 234 論 2  2      

情 235 学 2  2 健康情報 Ⅰ     

備考 8 単位以上修得すること 

専
門

科
目 

情特 301 健康情報特別講義Ⅰ 3  2      

情特 401 健康情報特別講義Ⅱ 4  2      

情演 201 実 Ⅰ 2  1    ◎  

情演 301 実 Ⅱ 3  1 実 Ⅰ   ◎  

情演 302 実  3  4 実 Ⅱ   ◎  

情演 303 健康情報演習Ⅰ（PBL) 3  2      

情演 304 健康情報演習Ⅱ（PBL) 3  2      

情演 401 健康情報専門演習Ⅰ 4 4       

情演 402 健康情報専門演習Ⅱ 4 4  健康情報専門演習Ⅰ     

備考 
必修科目を含め、14 単位以上修得すること。 

、 実 Ⅰ・Ⅱ・ 健康情報演習Ⅰ・Ⅱ（PBL） の を修得する必 る。 
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名桜大学教養教育専門委員会内規 

（平成２７年４月１日制定） 

 

（委員会） 

第１条 名桜大学教養教育カリキュラムの円滑な運営を図るため、「名桜大学リベラル

アーツ機構規程」（第１２条第１項第１号）に従い、名桜大学リベラルアーツ機構（以

下「機構」という。）内に教養教育専門委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（構成） 

第２条 委員会は、次に掲げる委員で組織する。 

（1） 機構長 

（2） 副機構長 

（3） 機構専任教員 

（4） 国際学群において選出された教員 ３人 

（5） 人間健康学部において選出された教員 ２人 

（6） その他機構長が特に必要と認めた者 

２ 委員の任期は２年とし、再任を妨げない。 

３ 委員会は必要に応じて委員以外の者の出席を求め、その意見を聞くことができる。 

４ 委員会の庶務は教務課において処理する。 

（審議事項） 

第３条 委員会は、次に掲げる事項を協議する。 

（1） 教養教育科目のシラバスに関すること。 

（2） 教養教育科目の時間割に関すること 。 

（3） 教養教育科目の担当教員に関すること。 

（4） 教養教育科目の TA・SA の採用に関すること。 

（5） 教養教育科目の教材開発に関すること。 

（6） 教養教育科目の量的・質的点検・評価に関すること。 

（7） 教養教育科目の学生ボランティアチューターに関すること。 

（8） 教養教育カリキュラムの改廃に関すること。 

（9） 教養教育と専門教育との連携、教養教育と学内外機関等との連携に関するこ

と。 

（10） その他目的達成に必要と認められる活動に関すること。 

（科目区分責任者） 

第４条 委員会は、委員の中から次の科目あるいは科目区分の責任者を指名し、リベ

ラルアーツ機構長の指示の下、第３条第１項に関する事項について科目担当教員と

調整を行う。 

（1） 教養演習Ⅰ・教養演習Ⅱ １人 

（2） コンピュータリテラシー １人 

（3） アカデミックライティングⅠ・アカデミックライティングⅡ １人 

（4） ライフデザイン １人 



（5） 思想と論理 １人 

（6） 沖縄理解 １人 

（7） 健康スポーツ  １人 

（8） 外国語 １人 

（9） 国際理解 １人 

（10） 人文科学 １人 

（11） 社会科学 １人 

（12） 自然科学 １人 

（議事） 

第５条 委員会は、必要に応じて機構長が招集し、その議長となる。 

２ 委員会は、委員の過半数の出席により議事を開き、議決する事ができる。 

３ 委員会の議事は出席委員の過半数で決し、可否同数のときは議長の決するところ

による。 

（改廃） 

第６条 この内規の改廃は、リベラルアーツ機構運営委員会の議を経て、学長が行う。 

（補則） 

第７条 この内規に定めるもののほか、教養教育カリキュラムの運営に関し必要な事

項は、委員会の議を経て機構長が別に定める。 

 

 

 

附 則（平成２７年４月１日） 

この内規は、平成２７年４月１日から施行する。 

附 則（平成２９年５月１０日） 

この内規は、平成２９年５月１０日から施行する。 
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名桜大学自己点検・評価委員会規則 

(平成２２年４月１日制定) 
 

 （目的） 

第１条 この規則は、法人の経営及び教育研究等の活動状況について自己点検及び評

価の実施並びに中期目標・中期計画の取組みを行うことから名桜大学自己点検・

評価（以下「自己評価等」という。）の設置に関し、必要な事項を定める。 

 （設置） 

第２条 法人評価の実施並びに自己点検評価等の目的を果たすため、名桜大学

自己点検・評価委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

２ 学部等における自己評価等を行うため、部署ごとに学部等評価委員会を

置き、必要事項は学部等が別に定める。 

 （任務と権限） 

第３条  委員会の任務は、次の各号に掲げるとおりとする。 

(1) 自己評価等の項目、評価方法及び自己点検・評価報告書の様式等の 

決定に関すること。 

(2) 自己評価等の実施に関すること。 

(3) 本学に対する認証評価機関による評価等に関すること。 

(4) 中期計画案の作成に関すること。 

(5) 中期計画に基づく年度計画案及び各事業年度に係る業務の実績報告書作成に 

関すること。 

(6) 中期目標期間の事業報告書作成に関すること。 

(7) 中期目標及び各事業年度に係る業務実績報告の法人評価の実施に関すること。 

(8) その他外部評価に関すること。 

(9) 中期目標及び各事業年度に係る業務実績報告の法人評価及び自己評価等の 

結果の公表に関すること。 

２ 委員会は、中期計画に基づく年度計画を実施する部署に対し、年度計画

の作成、実施、評価、改善・向上及び根拠資料等の提出を命じることがで

きる。 

３ 自己評価等の項目を所管する部署に対し、自己評価等の実施、改善・向

上及び関係資料等の提出を命じることができる。 

 （組織） 

第４条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

  (1) 学長 

(2) 副学長 

  (3) 国際学群長 

 (4) 人間健康学部長 

 (5) リベラルアーツ機構長 

(6) 事務局長 

(7)  学長が特に必要と認める者 若干人 

議題 1-資料① 

議題 1-資料① 
議題 1-資料① 議題 1-資料① 

議題 1-資料① 

議題 1-資料① 
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（任期） 

第５条 前条第７号の委員は、学長が任命し、任期は２年とする。なお、再

任を妨げない。 

２ 前項の委員に欠員が生じた場合の補欠の委員の任期は、前任者の残任期

間とする。 

（委員長及び副委員長） 

第６条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、学長をもって充て、委員会の招集を行いその議長となる。 

３ 副委員長は、副学長をもって充て、委員長を補佐して委員会の運営に当

たる。  

 （専門部会） 

第７条 委員会は、大学の内部質保証を推進する専門部会を置く。 

２ 専門部会の組織及び運営に関する必要な事項は、委員会が別に定める。 

 （議事） 

第８条 委員会は、委員の過半数の出席がなければ議事を開き、審議するこ

とはできない。 

２ 委員会の議事は、委員会の議を経て、学長が決定する。 

 （意見の聴取） 

第９条 委員会は、必要があるときは、委員以外の者に出席を求め、意見を

聞くことができる。 

 （庶務） 

第１０条 委員会の庶務は、企画課において処理する。 

 （補則） 

第１１条 この規則の改廃は、教育研究審議会の議を経て学長が行う。 

２ この規則に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員

会が別に定める。 

 

 

附  則 

この規則は、平成６年４月５日から施行し、平成６年４月１日から適用す

る。 

   附  則（平成１０年３月３１日） 

 この規則は、平成１０年４月１日から施行する。 

   附  則（平成１１年１月２０日）      

 この規則は、平成１１年１月２０日から施行する。 

   附  則（平成１５年５月２９日） 

 この規則は、平成１５年５月２９日から施行する。 

   附  則 
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 この規則は、平成１７年４月１日から施行する。 

   附  則 

 この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 

附  則 

 この規則は、平成２１年４月２２日から施行し、平成２１年４月１日から適

用する。 

附 則 

 この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成２５年６月２６日から施行し、平成２５年４月１日から適用する。 

   附 則（平成２７年３月２５日） 

 この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２９年３月１７日） 

 この規則は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規則は、令和元年６月２６日から施行し、平成３１年４月１日から適用する。

附 則（令和３年４月２８日） 

 この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

   附 則（令和４年４月２８日） 

 この規則は、令和４年４月２８日から施行し、令和４年４月１日から適用する。 

 

 

 

 

 

 

議題 1-資料① 

議題 1-資料① 

議題 1-資料① 



名桜大学データサイエンス教育プログラム 取組概要

＜プログラム目標：新たな価値やサービスの創出に貢献できる人材を育成＞

国際文化学科

国際観光産業学科

国
際
学
部

看護学科

スポーツ健康学科

人
間
健
康
学
部 健康情報学科

必

修

情報システムの仕組みを理解し、数理・データサイエンス・AIの手法を駆使して保健・医療・福祉などを含む健康分野と社会全般
に関するデータを分析することで、新たな価値やサービスの創出に貢献できる人材（データサイエンティスト、例えば、電子カル
テに蓄積されたビッグデータを解析できる技術を備えた診療情報管理士等）を育成します。

選
択
必
修

リテラシーレベル

※令和４年度にアカデミックスキル特別講義として試行的に科目を実施した。

コア学修

モデル
カリキュラム

正課科目 数理・データサイ

エンス・AI 入門

社会におけるデー

タ・AI利活用
データ

リテラシー

データ・AI利
活用におけ

る留意事項

・データサイ
エンスとは

・社会で起き
ている変化

・社会で活用
されているデ
ータ

・データ・AI
の活用領域

・データ・AI
利活用の技術

・データ活用
とは

・データ・AI
利活用の現場

・データ・AI
利活用の最新
動向

・データを読
む①

・データを読
む②

・データを説
明する

・データを扱
う

・データ・AI
を扱う上での
留意事項①

・データ・AI
を扱う上での
留意事項②

・データを守
る上での留意
時刻とまとめ

＜到達目標＞
① AI・データサイエンスの必要性を説明できる
② 社会で活用されているデータ・AI活用の事例を例示できる
③ どのような思考方法でデータを扱うか説明できる

④ データ・AIを扱う上での留意事項を説明できる

自己点
検・評価
委員会

教養教
育専門
委員会

数理学習
センター

先輩チュータ
ーによる効果
的な支援。

設計
・

実施

点検
・

評価

サポート



令和４年度 試行的オンライン授業の成果報告書（前期） 

 

 

授業名 アカデミックスキル特別講義（数理・データサイエンス・AI 入門） 

担当者名 佐久本功達、中里収、ピーター・アラスーン、天願健、上門要、立津慶幸、島康貴 

受講者数 30 名 ／ 定員 30 名 

オンライン形態

（ツール等） 
指定の e-Learning 教材、及び Teams（周知やガイダンス、問い合わせ等で使用） 

成果 

本講座は、令和 5年度に申請する「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム

認定制度（リテラシーレベル）」の申請する上での実績となる。募集定員 30 名に対

して 43 名（学群 36、スポ健 6、看護 1）の応募があり、抽選にて 30 名（学群 23、

スポ健 6、看護 1）が履修。内、28 名※修了している。※不可の学生は課題の未提出

によるもの。 

 

■オンデマンド講座の管理に関する状況報告 

学生のモチベーションを維持するために、Teams を使用して履修期間（夏季休暇

8/6〜9/25）の間で計 9 回の全体周知のリマインドを行った。周知実施時の進捗と

状況については以下のとおりである。 

・8/8（全体進捗 0％）：オンラインにてガイダンスを実施（録画あり）、参加者 9名。 

・8/26（19％）、8/31（21％）：8月中に 2回全体周知リマインドを実施。 

・9/05（39％）、9/12（55％）、9/14（63％）：、9/16（66％）、9/20（73％）、9/22

（78%）：（9月のリマインドは、毎週数回にわたって実施。必要に応じて個別リマイ

ンドを実施） 

 

■単位取得者：28 名／30 名 

■理解度：講座のタイプに分けてそれぞれアンケートを実施した。オンデマンド講

義ではあるが、受講生は各回の内容を理解して課題に取り組んでいた。 

・座学 01-08 回：理解度 Ave4.55 /5（18 名回答） 

・演習 09-12 回：理解度 Ave4.58 /5（19 名回答） 

・総論 13-15 回：理解度 Ave4.35 /5（17 名回答） 

※アンケートの詳細については別添参照 

 

課題 

本講義は、オンデマンド講座のため、課題を全部提出することを前提として実施

した。講義を開講して 1回目の講義で Teams を使って本講義の内容、LMSの使い方、

成績評価の方法をオンラインで説明した。参加者は 9名であったが録画を配布して

いるので、情報を受け取れていない学生がでないように配慮している。 

また、本講義を管理する上で、以下の課題が明確になった。 

 



・進捗を管理する上で、担当教員はリマインドを都度検討する必要があった。 

・課題を全部提出することが前提であるが、提出した課題の完成度に問題があっ

た。 

・課題の不備及び提出失念の学生に対しては全体周知に加え、個別連絡も対応し

た。 

・エクセル演習の講義（9〜12 回）では明らかに課題進行のスピードが落ちた。 

・テキストマイニングソフトの不具合対応を個別で行わざるをえなかった。 

・成績評価の際、「不可〜秀（５段階）」、または、「認定」とする場合、基準を具体

的に設ける必要がある。 

 

講義の中で、テキストマイニングソフト（Windows無償、Mac 有償）を使用する回

があり、ソフトのバージョンによって起動しないなどの不具合があった。この件に

関する問い合わせが期間中に 5件あって、いずれも個別対応となった。中には、期

間中ギリギリの問い合わせもあったため休日でも対応せざるを得ない状況もあっ

た。 

 

改善策 

本講義では、座学・演習・総括の各セクションでアンケートをとっており、演習

の学生評価では、回答者の 1/3程度がコンピュータ・リテラシーを履修していなか

ったら演習は厳しかったと回答している（6/19 名）。また、総括のアンケートでは、

回答者の半数以上が数理センターを利用したい。と回答している（11/17 名）。 

オンデマンド講座を行ううえで、数理学習センターのチューターと一緒に講義を

進行し、必要に応じてサポートする役割があるともっと充実したオンデマンド講座

の提供及び受講者の履修効果を高めながら推進することができる。教員からのリマ

インドや個別対応もチューターと役割を分担することでチューターの育成及び履

修者へのきめ細かい対応が望める。 

また、成績の付け方についても検討する必要があり、課題は全部提出を条件とし

ながらも、課題の内容を確認して対応不備に関する評価基準を明確に設ける必要が

ある。例えば、完成度が低い課題を減点し、総合点に応じて「優」や「良」などの

評価をつけるなど。 

以上の 3点を改善することで、オンデマンド講義形式の有効性を保ちながら、数

理学習センターの育成及び教育方法の多様化をさらに推進することが可能である。 

 

次年度 

□継続予定   ■継続しない 

※次年度は、健康情報学科の正課科目（必修）となり、他学部及び他学科は選択科

目となります。また、アカデミックスキル特別講義として次年度以降は継続いたし

ませんが、実績拡大と改善策の検証を踏まえて、後期にも同じ規模で開講を検討し

ております。（予算追加なし） 

 

 



令和４年度 試行的オンライン授業の成果報告書（後期） 

 

 

授業名 アカデミックスキル特別講義（数理・データサイエンス・AI 入門） 

担当者名 佐久本功達、中里収、立津慶幸、島康貴 

受講者数 前期 30 名／30 名定員、後期 30 名／30 名定員 

オンライン形態

（ツール等） 
指定の e-Learning 教材、及び Teams（周知やガイダンス、問い合わせ等で使用） 

成果 

本講座は、令和 5年度に申請する「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム

認定制度（リテラシーレベル）」の申請する上での実績となる。本講義は前期及び

後期で開講し、履修状況については以下のとおりである。 

 

前期：定員 30 名、応募 43 名（学群 36、スポ健 6、看護 1）、抽選にて 30 名（学群

23、スポ健 6、看護 1）が履修。内、28 名※修了している。 

※不可の学生は課題の未提出によるものである。 

 

後期：定員 30 名、応募 36 名（学群 36）、抽選にて 30 名（学群 30）が履修。内、

20 名※修了している。 

※不可の学生は課題の未提出によるもの、及び課題提出期限外の提出物（受領しな

い）である。 

 

■オンデマンド講座の管理に関する状況報告 

―― 前期 ―― 

・8/8（全体進捗 0％）：オンラインにてガイダンスを実施（録画あり）、参加者 9名。 

・8/26（19％）、8/31（21％）：8月中に 2回全体周知リマインドを実施。 

・9/05（39％）、9/12（55％）、9/14（63％）、9/16（66％）、9/20（73％）、9/22（78%）：

（9月のリマインドは、毎週数回にわたって実施。必要に応じて個別リマインドを

実施） 

―― 後期 ―― 

・12/14（全体進捗 0％） ハイブリッドにてガイダンスを実施（録画あり）、参加者

5名。 

・12/28、1/10：年末年始で講義を進めるように全体周知でリマインドを実施。 

・1/17（16％）、1/26（29％）、2/6（63％）：リマインドを実施 

―――――――― 

前期と同様にリマインドは適宜行ったが、前期のように頻繁にリマインドは行わ

ず、年末年始と期日２週間前（全体＋進捗がない学生全員に個別連絡）、期日１週

間前、締め切り１日前、と 5回のリマインドを行った。前期のように何度も打つの

ではなく回数を絞って対応した。最後のリマインドは提出ミスや更新ボタンの押し



忘れなど、細かい部分で課題の提出が未完了になっている学生をフォローした。 

 

■修了者：48 名（前期 28 名／後期 20 名） 

■理解度：講座のタイプに分けてそれぞれアンケートを実施した。オンデマンド講

義ではあるが、受講生は各回の内容を理解して課題に取り組んでいた。 

・座学 01-08 回：理解度 Ave4.50 /5（30 名回答） 

・演習 09-12 回：理解度 Ave4.48 /5（25 名回答） 

・総論 13-15 回：理解度 Ave4.46 /5（26 名回答） 

※アンケート（前期＋後期）の詳細については別添参照 

課題 

後期実施した本講義は、前期同様にオンデマンド講座のため、課題を全部提出す

ることを前提としている。初回のガイダンスでは、対面で 5名の学生が参加したが、

質疑などは出なかった。今回も録画を配布しているので、情報を受け取れていない

学生がでないように配慮している。 

また、本講義の前期で以下の課題があったため、後期で対応したことを記載する。 

 

・進捗を管理する上で、担当教員はリマインドを都度検討する必要があった。（前

期） 

→前期では期日のリマインドを受講者全体の Teams に何度も細かく送ったが、後期

では、リマインドを何度も送るのではなく、定期で送り、個別にもリマインドを実

施した。リマインド方法を変更した理由は、教員の負担軽減と学生の自主性を育成

することが目的である。しかしながら、リマインドに対して「対応します」と返答

が返ってきても、課題を進めることはなく効果は上がらなかった。 

 

・課題を全部提出することが前提であるが、提出した課題の完成度に問題があっ

た。（前期） 

→前期同様に全部提出することを前提とし、エクセル課題の提出について前期の反

省を生かすためにガイダンスで細かくアナウンスした。前期と比べ課題の品質は向

上し、チェックが容易であった。 

 

・課題の不備及び提出失念の学生に対しては全体周知に加え、個別連絡も対応し

た。（前期） 

→前期では何度か個別連絡を入れるように対応したが、後期では個別連絡を一度だ

けにして基本的には全体アナウンスで対応した。これが修了率にも影響したと考え

られる。 

・エクセル演習の講義（9〜12 回）では明らかに課題進行のスピードが落ちた。（前

期） 

→課題の性質上、後期でも同様に課題進行のスピードが落ちたため、そのタイミン

グでリマインドが打ち安定して進行できるように配慮できた。 

 

・テキストマイニングソフトの不具合対応を個別で行わざるをえなかった。（前期） 



→後期は前期の例を参考にガイダンスでマイニングソフトの不具合例についてア

ナウンスできたため、後期でその問い合わせは 0件であった。 

 

・成績評価の際、「不可〜秀（５段階）」、または、「認定」とする場合、基準を具体

的に設ける必要がある。 

→前期同様に「不可〜秀（５段階）」で成績をつけた。課題全部提出すると原則「秀」

の成績となるが、駆け込みで提出された課題に不備がある場合に学生に再提出を催

促する機会を設けていないため、100点から減点して「優」などの成績で修了する

ケースもあった。これは前期も同様である。 

 

改善策 

① コンピューター・リテラシー及び数理学習センターの位置付けを決める： 

前期では、エクセル演習の学生評価において、回答者の 1/3程度がコンピュー

タ・リテラシーを履修していなかったら演習は厳しかったと回答しており（6/19

名）、後期も同様にリテラシーを履習していなかったら演習は厳しかったと回答

した割合が同じであった（2/6 名）。また、総括のアンケートでは、回答者の半

数が数理学習センターを利用したい。と回答している（前期 11/17 名、後期 3/6

名）。 

② 課題のフォローアップ体制： 

オンデマンド講座を行ううえで、数理学習センターのチューターと一緒に講義

を進行し、必要に応じてサポートする役割があるともっと充実したオンデマン

ド講座の提供及び受講者の履修効果を高めながら推進することができる。教員

からのリマインドや個別対応もチューターと役割を分担することでチューター

の育成及び履修者へのきめ細かい対応が望める。以上の内容においては、前期

及び後期を実施してみて、数理学習センターの活用は率先して進めたい。 

③ 成績評価方法： 

成績の付け方についても検討する必要があり、課題は全部提出を条件としなが

らも、課題の内容を確認して対応不備に関する評価基準を明確に設ける必要が

ある。例えば、完成度が低い課題を減点し、総合点に応じて「優」や「良」な

どの評価をつけるなど（前期）。上記の内容で後期は対応してみて運用上問題な

く対応できた。 

以上の 3点を継続してすることで、数理学習センターのチューター育成及び安定

した科目運用が可能である。 

次年度 

□継続予定   ■継続しない 

次年度は、健康情報学科の正課科目（必修）となり、他学部及び他学科は選択科目

となります。また、2022 年度実績をもとに 2023 年度は「数理・データサイエンス・

ＡＩ教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）※」に申請予定である。 

※文科省

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/suuri_datascience_ai/00002.htm 

 



AI利活用(n =        )
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第1回〜8回までの理解度について

R4アカデミックスキル特別講義（数理・データサイエンス・AI入門）

第9回〜12回までの理解度について

前期：2022/08/6 - 2022/9/25（28/30）

後期：2022/12/8 - 2023/2/07（20/30）
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第13回〜15回までの理解度について
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数学スキル及び数理学習センターの利用について
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講義資料の分量

講義資料のページ数は適量でしたか？
（1回講義あたり40〜50枚）

R4アカデミックスキル特別講義（数理・データサイエンス・AI入門）
第8回修了者アンケート

受講学期 ▼

講義資料

3 4 5
0

10

20

30

22

5
3

少ない（1）ー　多い（5）

動画の分量

動画の分割量は最適でしたか？
（1回講義あたり5分〜10分の10動画）
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確認テストの量

確認テストの質問数は最適でしたか？
（7〜8問）
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講義資料の分量

確認テスト回答時、
動画や資料を振り返りましたか？

振り返り
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振り返らなかった（1）ー　振り返った（5）

講義を受けての感想について

ご意見・ご感想などありましたら教えてください。

感想

1. 第６回のデータ分析のモデルを活用した実際の一つの活用例を見てみたいと思った。

2. 第6回データ活用のデータ分析のアプローチについてより詳しく知りたい。

3. 情報系の用語で、イラストを用いた説明や実際に使用されている具体的な例が挙げられていてわかりやすかったです…

4. 導入的な話がさまざまな分野で聞くことができ、知見が深まった。

5. 動画の説明が凄く分かりやすかった。

6. 動画によって学ぶため、何度も聞き直すことができる知識があたまはいりやすかったて頭入りやすかったと感じまし…

7. 動画とスライドの説明が丁寧だったため、理解しやすく、演習問題も解きやすかった。ストレスなく講義を受講出来…

▼

1 - 9 / 9 < >



講義資料の分量

講義資料のページ数は適量でしたか？
（1回講義あたり40〜50枚）

R4アカデミックスキル特別講義（数理・データサイエンス・AI入門）
受講学期 ▼
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振り返らなかった（1）ー　振り返った（5）

講義を受けての感想について

ご意見・ご感想などありましたら教えてください。

感想

1. 歴史なども知ることができてよかったです。

2. 動画内で同時にキーを押して操作する際に、毎度説明を載せているのはとても助かった。操作がしやすく、演習がし…

3. コンピューター・リテラシーの応用ができてよかったです。また、KCcorderなどしたことないツールもふれることが…

4. エクセルの課題では、一つひとつ丁寧に説明していて良かったと思う。

5. エクセルの演習問題は、動画を見ながら指示に従い同じように動作するのでExcel操作が苦手な人でも分かりやすく演…

6. エクセルの入力も丁寧に動画で説明されていたのですごくやりやすかったです。 KHCoderを使ったテキストマイニン…

7. もし情報を使って自身で経営することになったり、主にデータ分析を使う職業に就いたらやりそうな事柄だったため…

▼

1 - 10 / 10 < >

第12回修了者アンケート



講義資料の分量

講義資料のページ数は適量でしたか？
（1回講義あたり40〜50枚）

R4アカデミックスキル特別講義（数理・データサイエンス・AI入門）
受講学期 ▼
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（1回講義あたり5分〜10分の10動画）
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確認テスト回答時、
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講義を受けての感想について

ご意見・ご感想などありましたら教えてください。

感想

1. 音声と資料があるため、わかりやすい講義だと思った。これから論文やサポートを作るときに、正しくデータを扱っ…

2. 資料と動画がとても丁寧に解説されていたので、わかりやすかったし、演習問題もあまり苦に感じず解けた。コンピ…

3. 解説がわかりやすく、事例などを用いての説明があったため理解しやすかったです。

4. 聞き慣れない言葉も、わかりやすいように説明していて良かったです。

5. 私は、将来情報系の職業につきたいと思っているため、有意義な時間を過ごすことができました。9~12回目の講義…

6. 現代におけるデータの活用が夏季休業中に自己で学習することができ、良かった。

7. 動画が本当に分かりやすかった。問題数は少ない方だったけど、重要なところが問題となっていて良かった。大学1…

▼

1 - 10 / 10 < >

第15回修了者アンケート


